
・
正
平
一
一
年
・
長
享
三
年
の
検
注
帳
で
あ
っ
て
、

年
次
を
隔
て
た
複
数
の
検
注
帳
が
一
つ
の
庄
園
で

現
存
す
る
例
は
他
に
は
な
い
。

　
M
、
六
箇
七
曲

　
こ
れ
は
、
高
野
山
の
鎮
守
社
で
あ
る
天
野
社
領

で
あ
っ
て
、
広
義
の
高
野
山
領
で
あ
る
。
そ
の
名

の
如
く
、
天
野
を
中
心
と
す
る
、
六
個
乃
至
七
個

の
郷
の
集
ま
り
で
あ
る
。
怠
る
意
味
で
最
も
古
く

か
ら
の
高
野
山
領
で
あ
り
、
天
野
社
家
や
坂
上
氏

等
の
有
力
な
土
豪
の
拠
点
で
あ
り
な
が
ら
他
の
寺

領
ほ
ど
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
史
料

の
引
用
が
便
利
に
な
っ
た
の
で
研
究
の
進
展
が
期

待
さ
れ
る
。

　
次
に
、
全
章
を
通
じ
て
の
こ
と
に
関
し
て
だ
が
、

当
町
史
で
は
、
町
域
外
の
文
警
だ
け
で
は
な
く
、

在
地
に
残
さ
れ
た
も
の
の
調
査
も
行
な
っ
て
い
る
。

丑
に
は
『
短
野
区
文
書
』
、
班
に
は
『
滝
区
文
書
』
、

M
に
は
、
天
野
社
家
で
あ
っ
た
、
丹
生
一
麿
・
丹

生
広
良
両
氏
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
『
和
歌
山
県
史
』
に
は
収
め
ら
れ

て
は
い
な
い
。
ま
た
、
文
書
以
外
で
は
、
伝
来
の

確
か
な
も
の
で
は
最
古
の
、
町
域
内
で
発
見
さ
れ

た
応
永
三
年
の
銘
入
り
の
枡
の
写
真
が
入
っ
て
い

る
。　
以
上
、
粗
雑
な
紹
介
と
な
っ
た
が
、
史
料
の
膨

大
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
可
能
な
限
り
の
収
録
を
さ

れ
た
編
集
委
員
会
の
方
々
の
努
力
に
、
少
し
で
も

敬
意
を
払
う
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
史
料
の
豊
富

な
和
歌
山
県
（
特
に
二
面
）
で
、
町
単
位
に
自
治

体
史
の
編
纂
を
行
な
う
こ
と
に
は
種
々
の
限
界
が

あ
る
と
思
わ
れ
、
も
っ
と
広
域
的
な
企
画
が
で
き

な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
（
B
5
版
　
一
一
二
六
頁
　
一
九
八
三
年
九
月
　
か

　
つ
ら
ぎ
町
　
四
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
瀬
直
樹
　
京
都
大
学
院
生
）

大
阪
市
史
史
料
第
十
一
輯

若
林
喜
三
郎
編

　
　
『
北
浜
二
丁
目

　
　
　
　
　
戸
長
文
書
』

　
こ
の
本
は
、
明
治
の
は
じ
め
、
大
阪
北
浜
二
丁

羅
の
戸
長
で
あ
っ
た
木
田
庄
之
助
家
の
旧
道
文
書

（
現
在
、
奈
良
女
子
大
学
所
蔵
）
の
う
ち
、
戸
長

取
扱
い
文
書
の
主
要
な
も
の
を
抄
録
、
編
集
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
木
田
家
は
も
と
堺
屋
と
称
し
、
幕
末
・
維
新
期

の
当
主
で
あ
っ
た
庄
之
助
は
、
旧
来
の
金
貸
業
の

ほ
か
に
江
戸
向
け
紙
問
屋
・
船
問
屋
を
経
営
、
さ

ら
に
九
店
重
積
問
屋
（
江
戸
向
け
主
要
商
品
の
問

屋
組
合
、
い
わ
ば
二
十
四
組
問
屋
の
後
身
）
の
総

代
と
し
て
も
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
一
八
七
七

（
明
治
一
〇
）
年
ご
ろ
か
ら
は
、
紙
・
海
運
関
係

の
仕
事
か
ら
遠
ざ
か
り
、
貸
家
業
や
金
貸
業
を
も

っ
ぱ
ら
に
し
て
い
た
。

　
木
田
庄
之
助
は
、
こ
う
し
た
家
業
の
か
た
わ
ら
、

前
任
戸
長
が
金
策
に
ゆ
き
づ
ま
り
出
奔
し
た
あ
と

を
う
け
て
、
　
一
八
七
三
（
明
治
六
）
七
月
、
従
来

の
勘
定
改
役
か
ら
戸
長
に
抜
擢
さ
れ
、
約
三
年
間

そ
の
役
を
つ
と
め
、
そ
の
後
、
一
八
八
○
（
明
治

ニ
ニ
）
年
に
は
、
区
の
勘
定
方
を
一
暗
つ
と
め
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
木
田
家
に
伝
え
ら
れ
た
文
書
は
、
そ
の
後

ど
う
い
う
経
緯
を
へ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一

九
五
二
、
三
（
昭
和
二
十
七
、
八
）
年
ご
ろ
、
京

都
三
条
の
京
阪
書
房
の
店
頭
に
あ
ら
わ
れ
た
。
そ

れ
を
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
（
地
理
学
）
の
辻
田

右
左
男
先
生
が
目
に
と
め
ら
れ
、
早
速
、
奈
良
女

子
大
学
に
一
括
購
入
さ
れ
、
そ
の
後
ず
っ
と
同
大

学
文
学
部
史
学
研
究
室
に
保
存
さ
れ
て
き
た
。

　
未
整
理
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
の
文
書
は
、
　
一
九

七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
四
月
、
金
沢
大
学
か
ら
奈

良
女
子
大
学
に
転
任
さ
れ
た
若
林
喜
三
郎
先
生
の
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介紹

注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
後
、
若
林
先

生
の
指
導
の
も
と
に
鋭
意
整
理
さ
れ
た
。
そ
し
て

す
で
に
そ
の
海
運
関
係
史
料
は
、
『
続
海
事
史
料

叢
書
』
の
第
五
巻
か
ら
第
七
巻
ま
で
の
三
冊
と
し

て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
『
北
浜
二
丁
目
戸
長
文
書
』
は
、
若
林
喜

三
郎
先
生
に
よ
っ
て
、
整
理
・
公
刊
さ
れ
た
木
田

庄
之
助
家
厳
蔵
文
書
の
撞
尾
を
飾
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
明
治
の
戸
長
文
書
は
、
農
村
地
域
で
は

か
な
ら
ず
し
も
め
ず
ら
し
い
も
の
で
は
な
い
。
旧

藩
時
代
の
村
役
人
層
が
、
明
治
以
降
も
地
主
層
と

し
て
そ
の
ま
ま
村
に
残
り
、
そ
の
所
蔵
文
書
が
数

多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、

そ
の
な
か
に
戸
長
時
代
の
文
書
も
、
個
人
ま
た
は

区
有
文
書
と
し
て
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
反
し
、
市
街
地
地
域
で
は
住

民
の
隆
替
・
移
住
が
激
し
く
、
ま
た
行
政
区
画
が

頻
繁
に
改
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
戸
長

時
代
の
文
書
の
散
逸
は
い
ち
じ
る
し
い
。
ま
た
、

第
二
次
世
界
大
戦
下
の
空
襲
に
よ
っ
て
鳥
有
に
帰

し
た
も
の
も
多
い
と
思
わ
れ
、
現
在
、
ほ
と
ん
ど

姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
一
般
的
な
状
況

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
後
さ
か
ん
に
行
な
わ

れ
て
い
る
地
方
史
の
編
纂
事
業
に
お
い
て
も
、
市

街
地
の
戸
長
時
代
の
文
書
が
刊
行
さ
れ
る
と
い
う

例
は
あ
ま
り
な
い
。

　
こ
う
い
う
史
料
の
残
存
状
況
を
考
え
れ
ば
、
こ

の
『
北
浜
二
丁
目
戸
長
文
書
』
は
、
大
変
貴
重
な

も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
も
、
木
田
庄
之
助
の
戸
長
在
任
期
問
は
「

八
七
三
（
明
治
六
）
年
か
ら
約
三
年
間
で
あ
り
、

こ
の
時
期
は
臼
本
全
体
か
ら
い
え
ば
ま
さ
に
文
明

開
化
の
は
じ
ま
っ
た
こ
ろ
で
あ
り
、
一
方
、
大
阪

に
と
っ
て
は
経
済
的
な
衰
退
と
低
迷
に
直
面
し
た

と
い
う
特
異
な
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
期

に
、
大
阪
の
産
業
・
経
済
の
一
中
心
と
も
い
う
べ

き
北
浜
界
隈
の
住
民
が
、
ど
の
よ
う
に
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
生
き
つ
づ
け
た
か
、
明
治
維
新
と
い
う

大
変
革
期
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
派
手
な
人
物
や

事
件
と
は
ち
が
っ
た
日
常
市
井
の
人
び
と
の
生
活

記
録
と
い
う
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
本
書
に
政
録

さ
れ
て
い
る
史
料
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
木
田
家
魚
影
文
書
中
、
戸
長
時
代
の
文
書
は
、

住
民
の
提
出
し
た
願
書
・
届
書
な
ど
の
原
本
と
、

そ
れ
を
写
し
留
め
た
「
御
用
留
」
の
よ
う
な
写
本

に
大
別
さ
れ
る
。
本
書
で
は
、
そ
の
う
ち
主
要
な

も
の
を
で
き
る
だ
け
収
載
す
る
よ
う
に
つ
と
め
て

い
る
。
た
だ
紙
数
の
関
係
か
ら
、
適
宜
、
省
略
や

簡
略
化
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
内
容
は
つ
ぎ
の
一
八
の
群
に
分
類
さ
れ
て
い
て
、

各
群
の
は
じ
め
に
簡
単
に
解
説
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て

い
る
。

　
一
、
住
民
構
成
調
簿
　
　
二
、
町
誤
記
抄

　
三
、
町
制
と
租
税
　
　
　
四
、
家
族
と
戸
籍

　
五
、
徴
丘
ハ
と
学
校
　
　
　
六
、
土
地
と
家
屋

　
七
、
旧
藩
債
処
分

　
八
、
井
沢
戸
長
失
踪
一
件

　
九
、
生
産
と
諸
営
業
　
一
〇
、
金
融
と
貸
借

一
一
、
諸
営
業
に
関
す
る
訴
訟
文
書

＝
一
、
交
通
と
運
搬
　
　
一
三
、
旅
行
と
宿
泊

一
四
、
寄
留
　
　

一
五
、
築
港
募
金
事
業

一
六
、
病
災
と
死
亡
　
　
一
七
、
犯
罪
と
刑
罰

一
八
、
世
絹
一
般

　
つ
ぎ
に
内
容
に
つ
い
て
、
特
徴
的
な
こ
と
を
ご

く
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
一
は
、
こ
の
史
料
集
の
舞
台
で
あ
る
北
浜
二
丁

目
の
一
入
七
二
（
六
名
）
五
年
の
い
わ
ば
住
民
台

帳
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
最
も
基
本
的
な
史
料

で
あ
る
。
総
計
一
九
八
戸
の
う
ち
一
八
五
戸
分
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
家
ご
と
に
屋
号
・
職
業
を
は

じ
め
家
族
各
員
の
年
齢
と
相
続
・
婚
姻
・
分
家
・
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奉
公
な
ど
の
移
動
状
況
が
略
記
さ
れ
て
い
て
、
当

時
の
町
の
概
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
四
は
、

戸
長
文
書
に
は
多
い
戸
籍
関
係
の
書
類
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
注
自
さ
れ
る
の
は
「
育
籍
」
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
何
ら
か
の
縁
故
を
も
っ
て
、
よ
る
べ
な

き
老
幼
を
某
の
籍
に
い
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
不
況
に
よ
る
戸
口
の
流
動
化
を
防
ぐ
た
め
に

新
設
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
こ
の
時
代
の
大
阪
の

世
相
を
あ
ら
わ
し
て
興
味
深
い
。

　
七
は
、
明
治
初
年
の
大
阪
が
被
っ
た
「
経
済
的

地
盤
沈
下
」
の
漂
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
旧
藩
債
の

処
分
に
、
大
阪
商
人
が
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
か

を
物
語
る
史
料
で
あ
る
。
八
に
は
、
西
洋
小
間
物

商
で
あ
っ
た
元
戸
長
の
家
財
整
理
の
記
録
な
ど
も

お
さ
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
記
録
か
ら
当

時
の
文
明
開
化
の
様
子
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
九
か
ら
は
、
産
業
の
近
代
化
へ
の
動
き
が

う
か
が
わ
れ
、
築
港
募
金
と
い
う
、
当
時
大
阪
の

最
大
の
事
業
に
か
か
わ
る
一
五
の
史
料
と
と
も
に
、

近
代
大
阪
の
胎
動
の
一
端
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
総
じ
て
、
こ
の
史
料
集
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
閉

治
維
新
期
の
大
阪
商
人
の
生
態
を
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
、
　
『
大
阪

市
史
』
が
新
た
に
書
か
れ
る
と
き
に
は
、
貴
重
な

吏
料
と
な
る
ば
か
り
か
、
こ
の
時
期
の
都
市
の
生

活
史
、
社
会
史
の
研
究
に
、
貴
重
な
糧
を
得
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　
最
後
に
、
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
関
係
者
の

方
々
に
、
敬
意
を
表
し
謝
辞
を
申
し
上
げ
て
、
こ

の
紹
介
の
筆
を
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
（
一
九
八
四
・
昭
和
五
九
年
一
一
月
大
阪
市
史
料
調

　
査
会
…
大
阪
市
西
区
北
堀
江
四
丁
目
三
ノ
三
　
大
阪

　
市
立
中
央
図
書
館
内
…
発
行
　
A
5
判
　
一
九
五
ぺ

　
…
ジ
　
実
費
頒
布
　
一
八
○
○
円
送
料
二
八
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
塚
明
　
奈
良
女
子
大
学
教
授
）

訂
　
正

　
本
誌
第
六
七
巻
第
一
号
の
表
紙
中
に
誤
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
深
く
お
詑
び
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
写
し
ん
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。　
　
　
誤
　
　
　
　
正

　
　
竹
中
享
一
↓
竹
中
亨

　
　
N
℃
◎
○
へ
　
…
一
v
　
N
心
恥
N

『
史
林
』
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ
な
ど

　
○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
程
度

　
　
研
究
論
文
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」

　
　
と
、
　
「
英
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
（
研
究

　
　
ノ
：
ト
に
は
両
方
と
も
不
用
）

　
　
註
は
原
則
と
し
て
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と

　
○
学
会
動
向
・
批
判
と
反
省

　
　
四
〇
〇
字
詰
三
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
0
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
送
先
　
史
林
編
集
委
員
会

　
　
　
　
〒
六
〇
六
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内
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